
藤
本
愛
子

国
公
労
連

全
司
法
労
働
組
合

20

若
者
の
組
合
ば
な
れ
を
ど
う
す
る
の
か 
─
─ 

既
存
の
労
働
組
合
を

ど
う
強
化
す
る
か

︿
状
況
２
０
１
６ 

夏
﹀

ベ
ル
ト
ル
ト
・
ブ
レ
ヒ
ト

『
ガ
リ
レ
イ
の
生
涯
』を
読
む

文
化
活
動
家

井
野
茂
雄
98

政
治 

 

成
長
す
る
軍
産
複
合
体 

─
─ 

な
ぜ
国
民
の「
不
安
感
」

を
醸
成
す
る
の
か　

映
画 

 

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
真
実
に
挑
ん
だ
Ｔ
Ｖ
報
道 

─
─ 

『
ア
イ
ヒ
マ
ン
・
シ
ョ
ー
／

歴
史
を
映
し
た
男
た
ち
』

美
術 

 

ゲ
ル
ニ
カ
と
藤
田
の
戦
争
画 

─
─ 

一
九
三
七
年
、独
・
伊
空
軍
、　　

ス
ペ
イ
ン
、ゲ
ル
ニ
カ
の
街
を
空
爆

文
化
活
動
家

美
術

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト

埼
玉
大
学
教
員

134138 128

吉
沢
弘
志

岡
野
奈
保
美

笹
木
繁
男

社
会
評
論
　
第
185
号

表
紙
デ
ザ
イ
ン
・
追
川
恵
子　

イ
ラ
ス
ト
・
金
山
政
紀

	

編
集
後
記   

176

︿
連
載
﹀

︿
表
紙
の
絵
に
つ
い
て
﹀

︿
読
書
ノ
ー
ト
﹀

︿
波
来
土
の
漫
画
館
﹀	

波
来
土	

133

︿
イ
ラ
ス
ト
通
信
﹀	

広
浜
綾
子	

21

︿
読
者
会
か
ら
﹀
　
東
京
西
部	

	

米
韓
合
同
軍
事
演
習
に
対
峙
す
る
朝
鮮
は
い
ま

 「
独
自
制
裁
」発
動
後
に
平
壌
と
開
城
を
訪
れ
て

白ペ
ク

宗ジ
ョ
ン

元
ウ
ォ
ン

28

歴
史
学
博
士

加
速
す
る「
知
識
人
」の
知
的
・
道
徳
的
頽
廃

 

『
忘
却
の
た
め
の「
和
解
」『
帝
国
の
慰
安
婦
』と
日
本
の
責
任
』『「
慰
安
婦
」問
題
の
現
在「
朴
裕
河
現
象
」と
知
識
人
』を
読
ん
で

倉
田
智
恵
子
76

本
郷
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

女
性
労
働
研
究
会

『
帝
国
の
慰
安
婦
』事
態
と
日
本
の
責
任

 

日
本
軍「
慰
安
婦
」問
題
と「
二
つ
の
歴
史
修
正
主
義
」

鄭チ
ョ
ン

栄ヨ
ン

桓
フ
ァ
ン

50

明
治
学
院
大
学

准
教
授

156

飯
島
　

聡

『「
昭
和
天
皇
実
録
」を
読
む
』

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
受
講
生

原　

武
史 

著

152

伊
藤
龍
哉

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
受
講
生

『
朝
鮮
半
島
と
日
本
の
詩
人
た
ち
』

卞  

宰  

洙 

著

︿
特
集
Ⅱ

朝
鮮
敵
視
と
日
本
の
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
糾
す
﹀

︿
特
集
Ⅰ

戦
争
を
峻
拒
す
る
、非
暴
力
大
衆
闘
争
の
思
想
﹀

︿
原
発
事
故
被
災
者
の
声 

⑫
﹀	

國
分
富
夫	

19

『
闘
争
の
倫
理 

─
─ 

ス
ポ
ー
ツ
の

本
源
を
問
う
』

158

大
西
鐡
之
助 

著

神
奈
川

教
育
労
働
者

藤
原
　

晃
154

佐
藤　

真 

著

映
画
研
究

遠
藤
裕
二

『
日
常
と
不
在
を
見
つ
め
て
』

沖
縄
の
米
軍
犯
罪
の
根
を
問
い
糾
す

作
家

3

目
取
真　

俊

沖
縄
に
い
か
に
つ
な
が
る
か

早
稲
田
大
学

名
誉
教
授

5

鹿
野
政
直

7

沖
縄
の
戦
後
史
か
ら
学
ん
だ
こ
と

朝
鮮
大
学
校
生

崔チ
ェ 

悠ユ 

純ス
ン

●
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
・
春
夏
秋
冬 

�

し
ゅ
ん
か
し
ゅ
う
と
う

差
別
が
公
然
と
─
人
権
も
危
険
水
域
に

部
落
解
放
同
盟

広
島
県
連
顧
問

14

小
森
龍
邦

在
日
韓
国
人「
政
治
犯
」全
員
の
再
審
無
罪
判
決

韓
国
良
心
囚
を
支
援
す
る
会

全
国
会
議
事
務
局
長

15

石
井
　

寛

女
性
の
力
・
地
域
の
力

清
瀬
市
議
会
議
員

17

布
施
由
女

12

琉
球
弧
の
島
々
で
進
行
す
る
戦
争
準
備

宮
古
平
和
運
動
連
絡
協
議
会

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
宮
古
島
代
表

清
水
早
子

2

特
集
に
あ
た
っ
て	

	

本
誌
編
集
部

髙
嶋
伸
欣
144

︿
続
・
拉
致
問
題
で
歪
む
日
本
の
民
主
主
義 

�
﹀

手
詰
ま
り
の
最
大
要
因
は
頑
迷
固
陋
な
横
田
早
紀
江
氏

に
あ
る
、と
指
摘
で
き
な
い
マ
ス
コ
ミ
の
不
甲
斐
な
さ
！

琉
球
大
学

名
誉
教
授

︿
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
独
り
言
﹀
　	

追
川
恵
子 	

176

︿
労
働
者
通
信 

 

労
働
・
生
活
・
闘
争
の
現
場
か
ら
﹀

吉
良
　

寛
23

横
浜
市
従
業
員
労
働
組
合

組
合
員
が
減
少
す
る
自
治
体
職
場
で
の
闘
い
─
─
運
動
と
組
織
を
強
化
す
る　

展
望
を
ど
こ
に
見
出
す
か

24

南
相
馬
市
の
未
来
を
憂
え

る
市
民
有
志
一
同

福
島
第
一
原
発
事
故
の
避
難
指
示
解
除
に
当
た
っ
て

桜
井
勝
延
市
長
の
歴
史
的
責
任
を
問
う

︿
東
日
本
大
震
災
・
壊
滅

地
区
復
興
委
員
だ
よ
り 

⑫
﹀	

金
野
正
晴	

75

︿
放
射
能
汚
染
と
向
か
い

合
う
た
め
の
基
礎
知
識 

⑧
﹀	

今
中
哲
二	

97

川
崎
ヘ
イ
ト
・
デ
モ
事
件
の
論
点

 

ヘ
イ
ト
・
デ
モ
の「
事
前
規
制
」を
め
ぐ
っ
て

宮
本
百
合
子
の
戦
中
・
戦
後（
上
）

 『
婦
人
と
文
学
』（
一
九
四
七
）を
読
む

前
田
　
朗

松
岡
慶
一

118162

東
京
造
形

大
学
教
授

Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ

戦
後
文
学
ゼ
ミ
会
員

︿
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
と
闘
う
た
め
に  

③
﹀

︿
研
究
ノ
ー
ト
﹀

︿
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
レ
ビ
ュ
ー
﹀　

●
Ｅ
Ｕ
国
民
投
票
の
結
果
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
共
産
党
の
声
明
／

●
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
関
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
投
票
の
結
果
に
つ
い
て
／
●
欧
州
連
合
と
資
本
主
義
の
危
機
─
─
ギ

リ
シ
ャ
か
ら
の
教
訓（
エ
リ
セ
オ
ス
・
バ
ゲ
ナ
ス
）／
●
社
会
主
義
へ
の
道『
議
会
へ
の
道
』に
関
す
る
レ
ー
ニ
ン

主
義
の
批
判
の
適
時
性
／
●
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
労
働
者
階
級
な
ら
び
に
人
民
階
層
と
の
連
帯
─
─
ギ
リ
シ
ャ
共
産

党
か
ら
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
共
産
党
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
●
共
和
国
の
平
和
と
安
全
を
侵
害
す
る
い
か
な
る
行
為
も
絶

対
に
許
さ
な
い　

朝
鮮
人
民
軍
総
参
謀
部
砲
兵
局
が
警
告
／
●
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
自
主
統
一
の
た
め
の
北
、

南
、海
外
の
諸
政
党
、団
体
、個
別
人
士
の
連
席
会
議
北
側
準
備
委
員
会
が
南
の
各
界
人
士
に
送
っ
た
公
開
書
簡

／
●
ハ
ン
・
サ
ン
ギ
ュ
ン
を
釈
放
せ
よ
！　

民
主
主
義
を
生
き
返
ら
せ
よ
う
！　

時
局
会
議
の
宣
言
文

81

空
の
モ
チ
ー
フ

歌
人

彫
刻
家

2717173

加
部
洋
祐

渡
邉
多
計
志

︿
短
歌
﹀

の
ば
ら（
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
）

『
無
題
』（
二
〇
一
五
年
～
、鉄
）

48

笑

い

茸

︿
川
柳
／
笑
歌
﹀

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ 

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ

160

『〈
平
和
の
少
女
像
〉は
な
ぜ
座
り
続
け
る
の
か
』（
日
本
軍
「
慰
安
婦
」問
題w

eb

サ
イ
ト

制
作
委
員
会
編　

岡
本
有
佳
／
金
富
子
）／『
月
刊
イ
オ
』（『
月
刊
イ
オ
』編
集
部
）／
『
安

全
な
翼
を
求
め
て
』（
山
口
宏
弥
著
）　


